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礎として重要である。 これに関連して二つの π 電子系が水素結合すると無幅射遷移確率が極端
に増大する現象が1957年頃から知られていたが，定量的な詳しい研究はなかった。本論文では，
カ Jレパゾーノレとアミン類の水素結合体について発光スペクトノレ，発光寿命の詳しい研究を行ない，
水素結合により internal conversion の確率は極端に大きくなるが， intersystem crossing の
それは変らない乙とを示し，また，カルパゾ~}レーキノリン系では水素結合体において三重項一
-363-
三重項励起移動が高能率で起こることを確かめ， さらに， これらと類似の問題に対する Kasha
等の研究結果の解釈が正しくないことを示した。これらの結果は，水素結合系のエネノレギー移動
現象の解明に対して大きな貢献をしたものと考えられる。 さらに，分子内に分離した π 電子系
を二つ以上持つ種々のモデノレ物質及び、そのイオンラジカノレについて成分 π 電子系間の相互作用
とエネノレギー移動，電荷移動現象を電子スペクトノレ， ESR スペクトノレで調べ，興味ある結果を
得た。これらの結果も，この方面の研究に対する有意義な貢献と考えられる。
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